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ガンマ10磁場配位に対して交換型不安定性に関する計算機シミュレーションを実行した。この時、簡約

MHD方程式をコードの基礎方程式として用いて、プラズマの流体的渦度、質量密度、温度に対する時間

発展方程式とポアソン方程式を連立させて解いた。交換型不安定性に対して重要な磁力線曲率は磁力線

の特性体積としてコードに取り込んでいる。本発表ではプラズマ流体の方位角方向の速度シアが交換型

不安定性の成長に与える効果を調べたのでそれに関する発表を行う。 

 
 

本計算で用いた基礎方程式の導出では、フルー

ト搖動の摂動が磁力線に沿って一定であると仮定

し、以下の方程式系を基礎方程式とした。 

 

 (
  

  
      )      

 

  
(   )     (1)  

 
  

  
   (  )     (2)  

 
  

  
        (   )  (   )    (   )    (3)  

 
  

  
   (   )  (4)  

 

(1)式はＭＨＤ運動方程式、(2)式は連続の式、(3)

式は熱輸送方程式である。この方程式系に対して、

Adiabatic Separation Method[1]を行うことで、アル

ヴェン波や磁気音波等の高周波が除去された簡約

方程式系を導出した。 
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ここで⟦   ̂⟧は⟦   ̂⟧  
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 で定義され

るポアソン括弧式である。{DT}は散逸項を表し、

 ̂はAを磁力管で積分したもので〈 〉   ̂  である。

(5)式はプラズマの流れの渦度に対する運動方程式、

(6)式は質量密度に対する運動方程式、(7)式は温度

の輸送方程式、(8)式は静電ポテンシャルを求める

ポアソン方程式である。それぞれの式を連立させ

ることで、フルート搖動と径方向輸送の時間発展

を計算できる。 

無次元径方向座標をxで表す時、初期搖動として

温度揺らぎTfを
 

 
   

 

 
 
 

  
    の範囲で与え

た。規格化したシア流の特性動的渦度w0について

径方向分布を与えることで径方向速度シアを実現

する。W0=1はシアのない剛体回転を表し、この時

の搖動の発展とシアのある時の時間発展を比較し

速度シアによる搖動の成長への影響を調べた。下

の図1は  
     

 
で規格化した時間での  = 34の温

度搖動である。ここで は微細パラメーター、   は

プラズマ中の音速である。 

 
図1:   = 34でのポテンシャル と摂動温度  の等

高線図(    ) 
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